
「
狭
山
茶
」
の
主
な
生
産
地
は
、
ど
こ
？

小
長
井　

孝
（
東
京
）

　
「
色
は
静
岡
、
香
り
は
宇
治
よ
、
味
は
狭
山
で
と

ど
め
さ
す
」
は
、
埼
玉
県
は
入
間
市
を
中
心
に
各
地

で
唄
わ
れ
て
き
た
狭
山
茶
手
も
み
茶
作
り
の
戯
れ
歌

で
す
。
お
茶
（
緑
茶
）
に
関
心
の
あ
る
皆
様
、
狭
山

茶
は
狭
山
市
（
入
間
市
に
隣
接
）
が
主
生
産
地
、
と

思
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
か
。
こ
れ
は
誤
解
だ
と
思
い
ま

す
。
狭
山
茶
の
大
部
分
は
入
間
市
で
生
産
さ
れ
て
い

ま
す
。
狭
山
市
も
作
っ
て
い
ま
す
が
、
耕
地
面
積
が

狭
く
生
産
量
は
入
間
市
の 
１ 
／ 
４ 
程
度
で
す
。

　

日
本
の
三
大
銘
茶
と
い
え
ば
、
静
岡
茶
、
宇
治
茶
、

狭
山
茶
で
し
ょ
う
。
お
茶
は
南
方
系
の
植
物
で
寒
さ

が
苦
手
で
す
。
先
人
の
弛
ま
ぬ
努
力
に
よ
っ
て
耕
作

地
は
北
上
し
、
大
規
模
に
狭
山
茶
を
生
産
し
て
い
る

入
間
市
は
、
お
茶
の
北
限
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
藪

北
茶
（
や
ぶ
き
た
ち
ゃ
）
と
い
う
銘
柄
が
よ
く
知
ら

れ
て
い
て
、
狭
山
茶
も
大
半
が
藪
北
で
す
。
名
前
の

由
来
が
直
截
的
で
愉
快
で
す
。�
藪
北
茶
�
は
�
や

ぶ
の
北
側
に
あ
っ
た
茶
樹
�
と
い
う
意
味
で
名
付
け

ら
れ
ま
し
た
。
明
治　

年
静
岡
県
有
渡
郡
（
現
静
岡

４１

市
駿
河
区
）
の
篤
農
家
杉
山
彦
三
郎
が
、
自
己
所
有

の
竹
藪
を
切
り
開
い
た
茶
園
で
藪
の
南
と
北
で
茶
樹

１９０

会

員

の

広

場

会

員

の

広

場

を
育
て
た
と
こ
ろ
北
側
の
茶
樹
が
優
れ
て
い
る
こ
と

を
発
見
し
た
の
が
は
じ
ま
り
で
、「
嘘
の
よ
う
な
本

当
の
話
」。
当
初
は
、
な
か
な
か
普
及
し
な
か
っ
た

が
、
昭
和　

年
に
静
岡
県
の
奨
励
品
種
に
、
同　

年

２０

２８

に
は
農
林
省
の
登
録
品
種
と
な
っ
た
こ
と
で
全
国
に

拡
が
り
ま
し
た
。
味
が
良
い
・
霜
に
強
く
て
生
育
が

早
い
・
生
葉
の
収
量
が
多
い
な
ど
の
優
れ
た
特
性
が

評
価
さ
れ
、
今
で
は
日
本
の
煎
茶
生
産
量
の
７
〜
８

割
も
占
め
ま
す
。

　

狭
山
茶
主
生
産
地
の
入
間
市
で
は
、
お
茶
へ
の
関

心
が
高
く
、
特
に
手
も
み
茶
作
り
が
熱
心
に
取
組
ま

れ
、
品
評
会
で
日
本
一
連
続　

連
覇
と
い
う
偉
業
を

１３

達
成
中
で
す
。
市
役
所
中
庭
で
お
茶
が
栽
培
さ
れ
、

毎
年
５
月
２
日
八
十
八
夜
新
茶
祭
り
で
茶
摘
み
体
験

や
新
茶
の
天
ぷ
ら
の
試
食
会
等
が
あ
り
、
大
勢
の
市

民
や
見
学
者
で
賑
わ
い
ま
す
。
入
間
市
で
作
る
お
茶

が
な
ぜ
狭
山
茶
と
言
わ
れ
る
の
か
…
…
。
市
の
南
側

に
狭
山
丘
陵
が
あ
り
、
そ
の
周
辺
は
「
狭
山
」
と
呼

ば
れ
、
江
戸
時
代
末
頃
か
ら
茶
作
り
が
始
ま
り
今
日

に
至
っ
て
い
ま
す
。
現
在
広
大
な
茶
畑
が
展
開
さ
れ
、

霜
対
策
用
に
無
数
に
林
立
す
る
防
霜
扇
は
、
青
々
と

し
た
茶
畑
と
良
い
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
成
し
、
必
見
の

価
値
が
あ
り
ま
す
。

　

１
町
５
か
村
の
合
併
で
生
ま
れ
た
�
狭
山
�
市
の

名
称
は
、
今
風
で
言
う
と
�
狭
山
�
茶
か
ら
パ
ク
ら

れ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
今
年
は
選
挙
の
年
、　
５０

年
以
上
前
の
類
似
の
連
想
で
す
が
、「
公
明
選
挙
」

と
書
い
た
の
ぼ
り
が
随
所
に
見
ら
れ
た
の
が
、
突
如

姿
が
消
え
ま
し
た
。
と
あ
る
新
興
宗
教
を
母
体
と
し

た
新
た
な
政
党
が
誕
生
し
た
時
で
し
た
。
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